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特定⾮営利活動法⼈ 未来をつなぐ⼦ども資⾦ 会員名簿（2019年12⽉1⽇現在） 

 

        【正会員】29 名           【賛助会員】5 名 

⼤隅 伸浩 

可知 秀崇 

可知 三枝⼦ 

鎌⽥ あつ⼦ 

館 国 

⽥中 満智⼦ 

⼟屋 隆⼀ 

中島 篤 

中曽根 聡 

⻄⽅ 邦雄 

野⽥ 栄⼀ 

能登⼭ 明美 

阪野 俊治 

東 彼⽅ 

⽦⽥ 恵⼦ 

平⼭ 伸⼀ 

松岡 秀世 

村⽥ くるみ 

⽮⼝ 泰之 

吉⽥ 阿津⼦ 

秋⼭ 徹 

岩崎 克彦 

宇治川 敏夫 

奥村 忠 

越智 眞紀  

神⾕ 幸男 

阪井 伸⼦ 

篠原 邦江 

橋本 ⻫吾 

 

 

 

 

 

尾上 博 

鎌⽥ 勇 

南條 勉 

橋本 亜津⼦ 

⽮都⽊ 透 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】定⾜数に関する定款の規定 

 

  （総会の定⾜数） 

第 26 条 総会は、正会員総数の４分の１以上の出席がなければ開会することはできない。 



 - 1 - 

定期総会 次第 

 

総合司会 岩崎克彦  

 

１．開会あいさつ 理事⻑ 秋⼭ 徹 

 

２．議員点呼（定⾜数の確認） 総合司会者 

 

３．議⻑の選任 総合司会者 

 

４．書記及び議事録署名⼈の選任 議⻑ 

 

５．議事 

第 1 号議案 第 18 期（2018 年 10 ⽉ 1 ⽇〜2019 年 9 ⽉ 30 ⽇）事業報告承認の件 

第 2 号議案 第 18 期（2018 年 10 ⽉ 1 ⽇〜2019 年 9 ⽉ 30 ⽇）会計収⽀決算承認の件 

第 3 号議案 第 19 期（2019 年 10 ⽉ 1 ⽇〜2020 年 9 ⽉ 30 ⽇）事業計画案承認の件 

第 4 号議案 第 19 期（2019 年 10 ⽉ 1 ⽇〜2020 年 9 ⽉ 30 ⽇）会計収⽀予算案承認の件 

第５号議案 役員改選の件 

 

 

 

特定⾮営利活動法⼈ 未来をつなぐ⼦ども資⾦ 第 18 期 役員名簿 

  

秋⼭  徹（理事⻑） 奥村 忠（理事） 

岩﨑 克彦（副理事⻑） 橋本 ⿑吾（理事） 

宇治川敏夫（理事） 阪井 伸⼦（理事） 

神⾕ 幸男（理事） 篠原 邦江（理事） 

越智 眞紀（監事） 
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第 1 号議案 第 18 期（2018 年 10 ⽉ 1 ⽇〜2019 年 9 ⽉ 30 ⽇）事業報告承認の件 

１．事業展開の基本⾏動理念 
〜⽀え合うよろこびが循環する社会づくりを⽬指して〜 

 私たちの未来は、⼦どもたちが担っています。そして私たち⼤⼈は、未来を託すべき⼦ど

もたちの健全な成⻑に必要な、より良い地域社会をつくり出す責任を負っています。 

 幸い地域社会には、より良い社会環境の実現を願ってしかも⽣きるよろこびをもってボラ

ンティア活動に⼒を尽くす⼈たちがいます。そういう⼈たちで溢れるまちになれば地域社会

は良くなります。私たち「ＮＰＯ法⼈ 未来をつなぐ⼦ども資⾦」は、多くの⼈が楽しみな

がら少しずつ資⾦を出し合い、ボランティア活動を⽀援するしくみづくりを⾏っています。 

 社会貢献事業としてボランティア活動に資⾦援助する企業も少なくありませんが、特定の

企業→ボランティア団体という⼀⽅通⾏の⽀援の流れでは、いつかそのエネルギーが枯渇し

てしまうおそれがあります。しかし、市⺠が⾏うボランティア活動を市⺠⾃⾝が⽀援すると

いう循環の流れがあれば、より良い社会づくりの半永久的システムとなり得ます。 

また、ボランティア活動の恩恵を受ける市⺠が積み上げた⽀援資⾦を、更に別のボランティ

ア活動や団体に提供するに際して、提供先を市⺠の意思で決めるというしくみは、役に⽴つ

と市⺠に評価されるボランティア活動を量的、質的に充実させる⾃律性のある社会の実現を

促すのではないでしょうか。 

 私たち「ＮＰＯ法⼈ 未来をつなぐ⼦ども資⾦」はこのように⽀え合うよろこびおよび資

⾦が循環し、拡⼤して⾏くしくみが社会に定着することを願って活動しています。 
この趣旨を、私たちの法⼈のビションとして、定めています。 
 
⼦どもたちのために活動している団体が市⺠から共感され、団体の活動が⾃発
的に続き、さまざまな⼦どもたちの成⻑がサポートされている地域の実現 
 
2．具体的な事業展開 
 私たちは、具体的に次の事業を展開しています。 
 （１）「杉並チャリティー・ウォーク」の実施 
 （２）地域における⼦どもの健全育成活動への資⾦助成の実施 
 
2-1.「杉並チャリティー・ウォーク2019」の実施 
 
   別紙「杉並チャリティー・ウォーク2019実施報告書」に記載の通りです。 
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2-2．地域における⼦どもたちの健全育成活動への助成の実施 
⽬的︓この事業は、杉並区で⼦どもたちの健全育成活動や社会教育を展開する団体を⽀援

するために、杉並チャリティー・ウォークの実施を通じて市⺠から預かった資⾦を原

資として、市⺠の意⾒を反映させて資⾦助成するものです。 

応募助成対象団体の選考⽅法︓ 

原則として公募委員を含む９名の選考委員による選考会を公開の場で開催し、応募

団体のプレゼンテーションに基づいて助成先を決定しています。今年度は選考委員の

都合により、８名構成となりました。 

前期改定した新しい助成制度に則り、当期も「団体⽴ち上げ⽀援」「新たな活動⽀

援」の⼆つのカテゴリーで助成選考を⾏いました。 

◆第 18 期公開選考会︓ 

  ⽇時︓2019 年 9 ⽉ 28 ⽇（⼟） 

場所︓阿佐⾕地域区⺠センター 第６集会室 

  応募団体数︓４団体 

   （団体⽴ち上げ⽀援） 

すぎなみＰＷ＋ 

できる。できない。じゃない︕実⾏委員会 

   （新たな活動⽀援） 

     ばぁばら 

特定⾮営利活動法⼈杉並冒険あそびの会 

  選考委員（敬称略）︓ 

⻄⽅ 邦雄、⼟屋 由起⼦、松岡 秀世（以上 3 名公募） 

荒明 進太郎（株式会社ジェイコム東京）、中津 吉孝（杉並区社会福祉協議会経

営管理課⻑）、杉本 千代（社会教育主事） 

篠原 邦江、岩崎克彦（以上 2 名当ＮＰＯ法⼈理事） 

出席数︓24 名 
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選考結果︓ 

第 18 期は、団体⽴ち上げ⽀援に 2 団体、新たな活動⽀援に 2 団体が助成応募し、⼀

次選考においていずれも応募資格が認められましたので、計 4 団体を公開選考会の対象

としました。 

選考の結果、4 団体とも申請額どおり助成することになりました。団体名、活動の概

要、助成申請額及び助成⾦額は下表の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総括︓ 

第 1８期は、新たな助成制度のもとでの２回⽬の公開選考会でした。応募団体は前期と

同じく４団体で伸びませんでしたが、そのうち今年⽴ち上がった団体が 3 団体で、⼦ども

たちのために活動する団体の数が増えることをねらった新制度の効果は表れているものと

思われます。応募団体の数が低調であることは引き続き課題として認識し、対策を講じる

必要があります。 

公開選考会のプレゼンテーションでは、それぞれの団体が持ち時間をいっぱいに使って

助成申請した活動の背景や意義、将来⽬指すところを熱⼼に発表しました。選考委員討議

では、申請活動のバックグラウンドとしての社会/地域情勢にも思いを⾄しながら各団体

の申請内容を⼀つひとつ審査しました。いずれの団体も申請の内容や計画は助成の趣旨に

合っており、妥当であると評価され、申請額満額の助成を⾏うことになりました。 

                    

応募団体名 活動の概要 助成申請額 助成額 助成条件

1 すぎなみＰＷ＋
杉並区内や近隣市の公園での⾃然体験活動や⾃然観察会を実施・運営、学校な
どの教育機関への出前授業、サイエンスフェスタや環境ネットワークでの展⽰、18 歳
以上の⽅に向けた環境教育プログラムの資格取得事業を実施しています。

5万円 5万円

2 できる。できない。
じゃない︕実⾏委員会

１．障がい者施設を利⽤する⼦供たちに興味の対象、輝ける場所を増やす為「アー
ト」を⽤いた制作活動を提案し、様々な福祉施設との交流を企画します。
２．障がい者福祉⽀援を⾏う⼈々や家族、⼀般を含めた参加型のワークショップを
実施すると共に、制作した作品の展⽰を⼀年に⼀度、⾏います。

5万円 5万円

(10万円) (10万円)

1 ばぁばら

⼦どもの孤⾷貧困対策として夏休み中に3回⾷事提供を試験実施し、ニーズが明
確になった。従来事業に加え、⽉１回程度＋⻑期休業中5回程度正式に活動な
活動としたい。また、利⽤家庭への⽀援にフードパントリーの設置も視野に拡充した
い。

10万円 10万円 ⾷品衛⽣上の事故に
気をつけること。

2 特定⾮営利活動法⼈
杉並冒険あそびの会

本会では⼦ども対象に活動してきました。今回新たに⼤⼈を対象に連続講座　『こど
も・外あそび・⼤⼈の役割〜こどもがのびのびと輝くために“今”できること〜（家庭教
育講座）』を開催します。

4万円 4万円

(14万円) (14万円)

24万円 24万円（合　計）

区分

⽴
ち
上
げ
⽀
援

（⼩　計）

新
た
な
活
動
⽀
援

（⼩　計）
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◆第 17 期に助成を受けた団体の活動報告 

 活動報告は中間報告会と最終報告会を開催し２回にわたって⾏っています。中間報告

は、各団体の実施計画または活動遂⾏上の課題を発表してもらい、活動の進捗状況の確

認と課題解決のアイデアを出し合うことによる仲間作りを⽬的としています。最終報告

は、助成対象活動の実施結果の報告を受け、助成申請時の計画に沿って活動が実⾏され

たか、助成⾦の使途は適切であったかを確認することを⽬的としています。 

第 17 期の助成対象となった 3 団体の活動についても、本年３⽉と９⽉にそれぞれ報

告を受けました。第 17 期の助成対象活動は、いずれも申請時の計画に沿った活動がな

されており、助成⾦は適切に使⽤されていました。３団体のうち１団体は収⽀に余剰が

⽣じたとして助成⾦の⼀部が返⾦されました。 

  中間報告会︓ 

   ⽇時︓2019 年 3 ⽉ 23 ⽇（⼟）13:30〜15:00 

   場所︓ウェルファーム杉並（天沼区⺠集会所） 第２集会室 

   出席団体︓2 団体 

⾦曜学習室 

ゆるゆるｍａ〜ｍａ 

すぎなみ⾷物アレルギーの会（書⾯報告のみ） 

  最終報告会︓ 

    第 18 期公開選考会と同⽇開催とし、公開選考会の選考委員討議の時間を利⽤して⾏

いました。  

⽇時︓2019 年 9 ⽉ 28 ⽇（⼟）15:30〜17:30 

場所︓阿佐⾕地域区⺠センター 第６集会室 

   報告団体︓3 団体 

⾦曜学習室 

ゆるゆるｍａ〜ｍａ 

すぎなみ⾷物アレルギーの会 

参加者数︓16 名 
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第 2 号議案 第 18 期（2018 年 10 ⽉ 1 ⽇〜2019 年 9 ⽉ 30 ⽇）会計収⽀決算承認の件 
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第 3 号議案 第 19 期（2019 年 10 ⽉ 1 ⽇〜2020 年 9 ⽉ 30 ⽇）事業計画案承認の件 

 第19期においても「杉並チャリティー・ウォーク2020」と「地域における⼦どもたちの
健全育成活動への資⾦助成」を⾏います。杉並チャリティー・ウォークは、当法⼈のビジョ
ンである、「地域に⼦どもたちの活動を⽀援する団体がたくさんあること」を実現するため
の事業の⼀つであります。団体の活動を⽀援し、杉並区にそうした団体を増やしていくため
には、第⼀に助成の総額を増やしていくことも必要であり、第19期事業計画につき承認を求
めます。 

 
１．「杉並チャリティー・ウォーク2020」の実施 
 杉並チャリティー・ウォーク2020は20回⽬の開催となります。20周年を記念し、初回主
催者である杉並区社会福祉協議会、杉並区と共催してのSCW2020の開催を検討します。 
SCW運営費を協賛⾦が上回った場合には差額の全部または⼀部をチャリティー総額（助成原
資額）に加算するように今回から運⽤を改め、その増を⽬指し、新たに協賛企業へ杉並チャ
リティー・ウォーク広告宣伝の場と提案を⾏い協賛・寄付⾦を募ります。 
杉並チャリティー・ウォーク2020は、実⾏委員を公募して組織した実⾏委員会において、
当法⼈と共同して企画・運営を⾏います。 
  
⽬標︓ 
① ウォーカー等参加者数   1000⼈ 
② チャリティー⾦総額  100万円 
 
実施⽇︓2020年5⽉24⽇（⽇）を予定 
実⾏委員会組織︓ 
実⾏委員⻑ 東 彼⽅ 
事務局 秋⼭ 徹 
チーム構成 

コース・イベントチーム 
ウォーキングコース、チェックポイント等でのイベント 

広報チーム 
ポスター、チラシ、メルマガ等各種原稿作成、 

ボランティアチーム 
ボランティア、委員のリクルート、ボランティア配置・・ 

広告チーム 
広告協賛集め 

総務・事務チーム 
委員会準備、各種申請、⼊出⾦処理 

 
２．地域における⼦どもたちの健全育成活動への資⾦助成 
従来どおり、「杉並チャリティー・ウォーク」の参加費として集められた資⾦を原資とし
て、地域の⼦どもたちの健全育成活動に、多くの市⺠に納得いただける形で助成します。前
期より始めた2本⽴ての助成制度を第19期も踏襲します。 

助成⾦の提供⽅法とその時期︓ 
助成総額は100万円を計画しますが、SCW2020におけるチャリティー総額を考慮して理

事会で決定するものとします。 
助成先を決定する公開選考会は例年通り2020年9⽉に開催します。 
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第 4 号議案 第 19 期（2019 年 10 ⽉ 1 ⽇〜2020 年 9 ⽉ 30 ⽇）会計収⽀予算案承認の件 
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第５号議案 役員改選の件 

 

下記役員名簿の通り、選任する。 

 

 

  

秋⼭  徹（理事） 奥村 忠（理事） 
岩﨑 克彦（理事） 橋本 ⿑吾（理事） 

宇治川敏夫（理事） 阪井 伸⼦（理事） 

神⾕ 幸男（理事） 篠原 邦江（理事） 

越智 眞紀（監事） 
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特定⾮営利活動法⼈ 未来をつなぐ⼦ども資⾦ 
〒166-0015 東京都杉並区成⽥東５－３３－２０ 

事務局︓〒166̶0001 東京都杉並区阿佐⾕北1-19-12 秋⼭宛 
ＦＡＸ 03-3338-5927 

e-mail kodomoshikin@nifty.com 
URL https://kodomoshikin.org 

 


